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9 月の顕著な高温と今後の見通しについて 

東日本、西日本と沖縄・奄美の 9 月の月平均気温は、統計を開始した 1946

年以降の 9 月として歴代 1 位の高温となりました。 

また、全国の猛暑日を記録した地点数の積算は 1,452 で、比較可能な 2010

年以降で 9 月として最も多くなりました。 

 

9 月の月平均気温は全国的にかなり高く、東日本1、西日本2と沖縄・奄美では

月平均気温偏差がそれぞれ+3.2℃、+3.4℃、+1.1℃で、いずれも統計を開始した

1946 年以降の 9 月として歴代 1 位の高温になりました（沖縄・奄美では 2017 年

9 月と同値）。また、9 月の日本の月平均気温偏差は+2.52℃と、統計を開始した

1898 年以降で、昨年（2023 年）に次ぐ 2 位の高温になりました。 

全国の猛暑日（日最高気温が 35℃以上）を記録した地点数の 9 月の積算は

1,452 で、比較可能な 2010 年以降で 9 月として最も多くなりました。 

9 月の高温の主な要因として、日本付近を含む東アジアで、上空の亜熱帯ジェ

ット気流がこの時期としては前例のないほど北に蛇行したことや太平洋高気圧

の日本付近への張り出しが強かったことにより、背の高い暖かい高気圧に覆わ

れやすかったことが考えられます。また、日本近海の海面水温が顕著に高かった

ことも地上の高温に寄与した可能性があります。さらに、長期的な地球温暖化に

加え、北半球中緯度の対流圏の気温が顕著に高いことも、高温の程度を押し上げ

たと考えられます。 

向こう 1 か月は、これまでよりは暑さが和らぐ見込みですが、10 月としては

気温が高い見通しです。 

 

 9 月の平均気温など、関連する資料につきましては別添をご覧ください。 

※要因の分析にあたっては、異常気象分析検討会委員の協力をいただきました。 

問合せ先： 
（日本の天候について） 

大気海洋部気候情報課 異常気象情報センター 田中 
電話：03-6758-3900（内線 4546） 

（日本の平均気温の長期変化傾向について） 
大気海洋部気候情報課 髙橋 

電話：03-6758-3900（内線 4542） 
（各地の観測データや統計について） 

大気海洋部観測整備計画課 辻 
電話：03-6758-3900（内線 4268） 

 

                                                   
1 東日本: 関東甲信、北陸、東海地方 
2 西日本: 近畿、中国、四国、九州北部地方、九州南部 


